
 

                               

                               

                                

  

  

                                

                                

                                

                                

                                

                                

                               

                               

                               

                                

                           

                               

                                

                               

                               

                               

                               

                               

                               

                               

                               

                               

  

  

  

 

美 濃 加 茂 市 議 会 

第 １ 回 定 例 会 議 案 

令 和 ６ 年 ３ 月 ２ １ 日 

委員会提案 
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議第４６号 

 

美濃加茂市議会議員の請負の状況の公表に関する条例について 

 

上記の議案を次のとおり美濃加茂市議会会議規則（昭和５１年美濃加茂市議会規 

則第１号）第１４条第２項の規定により提出する。 

 

令和６年３月２１日提出 

 

議会運営委員長 田 口 智 子  

 

美濃加茂市議会議長 森 弓 子 様 

 

記 

 

美濃加茂市議会議員の請負の状況の公表に関する条例 

（目的） 

第１条 この条例は、美濃加茂市議会議員（以下「議員」という。）が美濃加茂市に

対し請負（地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第９２条の２に規定する請負

をいう。以下同じ。）をする者又はその支配人である場合における請負の状況を公

表すること等により、請負の状況の透明性を確保し、もって議会の運営の公正及

び事務の執行の適正を図ることを目的とする。 

（報告） 

第２条 議員は、毎年６月１日から同月３０日までの間（当該期間内に任期満了又

は議会の解散による任期終了により議員でない期間がある者で当該任期満了又は

議会の解散による選挙により再び議員となったものにあっては、再び議員となっ

た日から起算して３０日を経過する日までの間）に、当該６月３０日の属する会

計年度の前会計年度（議員である期間に限る。第１号エにおいて同じ。）における

美濃加茂市に対する請負（当該前会計年度において支払を受けたものに限る。）に

ついて、議長に対し、次に掲げる事項を報告しなければならない。 

(1) 請負ごとに、それぞれ次に掲げる事項 

ア 請負の対象とする役務、物件等 

イ 契約締結日 

ウ 契約金額（契約金額が定められている請負に限る。） 

エ 当該６月３０日の属する会計年度の前会計年度において支払を受けた総額 

(2) 前号エに掲げる総額の合計額 

２ 議員は、前項の規定による報告を訂正する必要があるときは、議長に、当該訂
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正の内容を届け出なければならない。 

（報告の一覧の作成及び公表） 

第３条 議長は、前条第１項の規定による報告（同条第２項の規定による訂正があ

った場合にあっては、当該訂正後の報告）の一覧を作成し、公表しなければなら

ない。 

（報告等の保存及び閲覧等) 

第４条 第２条の規定による報告及び訂正は、議長において、当該報告をすべき期

限の翌日から起算して５年を経過する日まで保存しなければならない。 

２ 何人も、議長に対し、前項の規定により保存されている報告及び訂正の閲覧又

は写しの交付を請求することができる。 

 （委任） 

第５条 この条例の施行に関し必要な事項は、議長が定める。 

附 則 

この条例は、令和６年４月１日から施行し、令和５年４月１日に始まる会計年度

における請負から適用する。 
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議第４７号 

 

美濃加茂市議会委員会条例の一部を改正する条例について 

 

上記の議案を次のとおり美濃加茂市議会会議規則（昭和５１年美濃加茂市議会規 

則第１号）第１４条第２項の規定により提出する。 

 

令和６年３月２１日提出 

 

議会運営委員長 田 口 智 子  

 

美濃加茂市議会議長 森 弓 子 様 

 

記 

 

   美濃加茂市議会委員会条例の一部を改正する条例 

 美濃加茂市議会委員会条例（昭和５１年美濃加茂市条例第２０号）の一部を次の

ように改正する。 

改正後 改正前 

（常任委員の所属並びに常任委員会の名称、

委員定数及びその所管） 

（常任委員の所属並びに常任委員会の名称、

委員定数及びその所管） 

第２条 （略） 第２条 （略） 

２ 常任委員会の名称、委員の定数及び所管

は、次のとおりとする。ただし、文教民生常

任委員会及び企画建設常任委員会の所管は、

予算決算常任委員会の所管する事項を除く。 

２ 常任委員会の名称、委員の定数及び所管

は、次のとおりとする。ただし、文教民生常

任委員会及び企画建設常任委員会の所管は、

予算決算常任委員会の所管する事項を除く。 

(1) （略） (1) （略） 

(2) 企画建設常任委員会 ８人 (2) 企画建設常任委員会 ８人 

ア （略） ア （略） 

 イ 都市政策部の所管に属する事項 

イ～ケ （略） ウ～コ （略） 

(3) （略） (3) （略） 

（秩序保持に関する措置） （秩序保持に関する措置） 

第２１条 （略） 第２１条 （略） 
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２ 委員が前項の規定による命令に従わない

ときは、委員長は、当日の委員会が終わるま

で発言を禁止し、又は退場させることができ

る。 

２ 委員が前項の規定による命令に従わない

ときは、委員長は、当日の委員会が終るまで

発言を禁止し、又は退場させることができ

る。 

３ （略） ３ （略） 

（公聴会開催の手続） （公聴会開催の手続） 

第２２条 （略） 第２２条 （略） 

２ 議長は、前項の承認をしたときは、その日

時、場所及び意見を聴こうとする案件その他

必要な事項を公示する。 

２ 議長は、前項の承認をしたときは、その日

時、場所及び意見を聞こうとする案件その他

必要な事項を公示する。 

（公述人の決定） （公述人の決定） 

第２４条 公聴会において意見を聴こうとす

る利害関係者及び学識経験者等（以下「公述

人」という。）は、前条の規定によりあらか

じめ申し出た者及びその他の者の中から、委

員会において定め、議長を経て、本人にその

旨を通知する。 

第２４条 公聴会において意見を聞こうとす

る利害関係者及び学識経験者等（以下「公述

人」という。）は、あらかじめ文書で申し出

た者及びその他の者の中から、委員会におい

て定め、議長を経て、本人にその旨を通知す

る。 

２ （略） ２ （略） 

（公述人の発言） （公述人の発言） 

第２５条 （略） 第２５条 （略） 

２ 公述人の発言は、その意見を聴こうとする

案件の範囲を超えてはならない。 

２ 公述人の発言は、その意見を聞こうとする

案件の範囲を超えてはならない。 

３ （略） ３ （略） 

（参考人） （参考人） 

第２８条 （略） 第２８条 （略） 

２ 前項の場合において、議長は、参考人にそ

の日時、場所及び意見を聴こうとする案件そ

の他必要な事項を通知しなければならない。 

２ 前項の場合において、議長は、参考人にそ

の日時、場所及び意見を聞こうとする案件そ

の他必要な事項を通知しなければならない。 

３ （略） ３ （略） 

附 則 

この条例は、令和６年４月１日から施行する。 
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議第４８号 

 

美濃加茂市議会会議規則の一部を改正する規則について 

 

上記の議案を次のとおり美濃加茂市議会会議規則（昭和５１年美濃加茂市議会規

則第１号）第１４条第２項の規定により下記のとおり提出する。 

 

令和６年３月２１日提出 

 

議会運営委員長 田 口 智 子  

 

美濃加茂市議会議長 森 弓 子 様 

 

記 

 

美濃加茂市議会会議規則の一部を改正する規則 

美濃加茂市議会会議規則（昭和５１年美濃加茂市議会規則第１号）の一部を次の 

ように改正する。 

改正後 改正前 

目次 目次 

第１章 会議 第１章 会議 

第１節～第８節 （略） 第１節～第８節 （略） 

第９節 公聴会及び参考人（第７８条―第

８４条） 

第９節 公聴会、参考人（第７８条―第８

４条） 

第１０節 （略） 第１０節 （略） 

第２章～第８章 （略） 第２章～第８章 （略） 

附則 附則 

（宿所又は連絡所の届出） （宿所又は連絡所の届出） 

第３条 議員は、別に宿所又は連絡所を定めた

ときは、議長に届け出なければならない。こ

れを変更したときも、また同様とする。 

第３条 議員は、別に宿所又は連絡所を定めた

ときは、議長に届け出なければならない。こ

れを変更したときもまた同様とする。 

（会議時間） （会議時間） 

第９条 （略） 第９条 （略） 
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２ 議長は、必要があると認めるときは、会議

に宣告することにより、会議時間を変更する

ことができる。ただし、出席議員から異議が

あるときは、討論を用いないで会議に諮って

決める。 

２ 議長は、必要があると認めるときは、会議

時間を変更することができる。ただし、出席

議員から異議があるときは、討論を用いない

で会議に諮って決める。 

３ 前項の規定にかかわらず、議長は、会議中

でない場合であつて緊急を要するときその

他の特に必要があると認めるときは、会議時

間を変更することができる。 

 

４ （略） ３ （略） 

（一事不再議） （一事不再議） 

第１５条 議会で議決された事件については、

同一会期中は、再び提出することができな

い。 

第１５条 議会で議決された事件については、

同一会期中は再び提出することができない。 

（事件の撤回又は訂正及び動議の撤回） （事件の撤回又は訂正及び動議の撤回） 

第１９条 会議の議題となつた事件を撤回し、

又は訂正しようとするとき及び会議の議題

となつた動議を撤回しようとするときは、議

会の許可を得なければならない。ただし、会

議の議題となる前においては、議長の許可を

得なければならない。 

第１９条 会議の議題となつた事件を撤回し、

又は訂正しようとするとき及び会議の議題

となつた動議を撤回しようとするときは、議

会の承認を要する。 

２ 議員が提出した事件及び動議につき前項

の許可を求めようとするときは、提出者から

請求しなければならない。 

２ 議員が提出した事件及び動議につき前項

の承認を求めようとするときは、提出者から

請求しなければならない。 

３ 委員会が提出した議案につき第１項の許

可を求めようとするときは、委員長は、委員

会の許可を得て請求しなければならない。 

３ 委員会が提出した議案につき第１項の承

認を求めようとするときは、委員長は、委員

会の承認を得て請求しなければならない。 

（延会の場合の議事日程） （延会の場合の議事日程） 

第２３条 議事日程に記載した事件の議事を

開くに至らなかつたとき、又はその議事が終

わらなかつたときは、議長は、更にその日程

を定めなければならない。 

第２３条 議事日程に記載した事件の議事を

開くに至らなかつたとき、又はその議事が終

らなかつたときは、議長は、更にその日程を

定めなければならない。 

（日程の終了及び延会） （日程の終了及び延会） 

第２４条 （略） 第２４条 （略） 
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２ 議事日程に記載した事件の議事が終わら

ない場合でも、議長が必要があると認めると

き又は議員から動議が提出されたときは、議

長は、討論を用いないで会議に諮って延会す

ることができる。 

２ 議事日程に記載した事件の議事が終らな

い場合でも、議長が必要があると認めるとき

又は議員から動議が提出されたときは、議長

は、討論を用いないで会議に諮って延会する

ことができる。 

（投票） （投票） 

第２９条 議員は、議長の指示に従つて、順次、

投票する。 

第２９条 議員は、職員の点呼に応じて、順次、

投票を備付けの投票箱に投入する。 

（開票及び投票の効力） （開票及び投票の効力） 

第３１条 （略） 第３１条 （略） 

２ （略） ２ （略） 

３ 投票の効力は、立会人の意見を聴いて議長

が決定する。 

３ 投票の効力は、立会人の意見を聞いて議長

が決定する。 

４ 投票の効力に係る法第１１８条第６項の

規定による通知に関し必要な事項は、議長が

定める。 

 

（付託事件を議題とする時期） （付託事件を議題とする時期） 

第３８条 委員会に付託した事件は、その審査

又は調査の終了を待つて議題とする。 

第３８条 委員会に付託した事件は、その審査

又は調査の終了をまつて議題とする。 

（委員会の審査又は調査期限） （委員会の審査又は調査期限） 

第４４条 （略） 第４４条 （略） 

２ 前項の期限までに審査又は調査を終わら

なかつたときは、その事件は、第３８条の規

定にかかわらず、議会において審議すること

ができる。 

２ 前項の期限までに審査を終らなかつたと

きは、その事件は、第３８条の規定にかかわ

らず、会議において審議することができる。 

（委員会の中間報告） （委員会の中間報告） 

第４５条 議会は、委員会の審査又は調査中の

事件について、特に必要があると認めるとき

は、議会の承認を得て、中間報告を求めるこ

とができる。 

第４５条 議会は、委員会の審査又は調査中の

事件について、特に必要があると認めるとき

は、中間報告を求めることができる。 

２ （略） ２ （略） 

（発言の通告及び順序） （発言の通告及び順序） 

第５１条 （略） 第５１条 （略） 
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２～４ （略） ２～４ （略） 

５ 発言の通告をした者が欠席したとき、又は

発言の順位に当たっても発言しないとき、若

しくは議場に現在しないときは、その通告は

効力を失う。 

５ 発言の通告をした者が欠席したとき又は

発言の順位に当たっても発言しないとき若

しくは議場に現在しないときは、その通告

は、効力を失う。 

（発言内容の制限） （発言内容の制限） 

第５５条 発言は、全て簡明にするものとし、

議題外にわたり、又はその範囲を超えてはな

らない。 

第５５条 発言は、全て簡明にするものとし、

議題外にわたり、又はその範囲を越えてはな

らない。 

２～３ （略） ２～３ （略） 

（発言の取消し又は訂正） （発言の取消し又は訂正） 

第６５条 発言した議員は、その会期中に限

り、議会の許可を得て発言を取り消し、又は

議長の許可を得て発言の訂正をすることが

できる。ただし、発言の訂正は、字句に限る

ものとし、発言の趣旨を変更することはでき

ない。 

第６５条 発言した議員は、その会期中に限

り、議会の許可を得て発言を取り消し又は議

長の許可を得て発言の訂正をすることがで

きる。ただし、発言の訂正は、字句に限るも

のとし、発言の趣旨を変更することはできな

い。 

（答弁書の配布） （答弁書の配布） 

第６６条 市長その他の関係機関が、質疑及び

質問に対し、直ちに答弁しがたい場合におい

て答弁書を提出したときは、議長は、その写

しを議員に配布する。ただし、やむを得ない

ときは、朗読をもつて配布に代えることがで

きる。 

第６６条 市長その他の関係機関が、質疑及び

質問に対し、直ちに答弁しがたい場合におい

て答弁書を提出したときは、議長は、その写

を議員に配布する。ただし、やむを得ないと

きは、朗読をもつて配布にかえることができ

る。 

（表決問題の宣告） （表決問題の宣告） 

第６７条 議長は、表決を採ろうとするとき

は、表決に付する問題を宣告する。 

第６７条 議長は、表決をとろうとするとき

は、表決に付する問題を宣告する。 

（起立による表決） （起立による表決） 

第７０条 議長が表決を採ろうとするときは、

問題を可とする者を起立させ、起立者の多少

を認定して可否の結果を宣告する。 

第７０条 議長が表決をとろうとするときは、

問題を可とする者を起立させ、起立者の多少

を認定して可否の結果を宣告する。 

２ 議長が起立者の多少を認定しがたいとき、

又は議長の宣告に対して出席議員３人以上

から異議があるときは、議長は、記名又は無

２ 議長が起立者の多少を認定しがたいとき、

又は議長の宣告に対して出席議員３人以上

から異議があるときは、議長は、記名又は無
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記名の投票で表決を採らなければならない。 記名の投票で表決をとらなければならない。 

（投票による表決） （投票による表決） 

第７１条 議長が必要があると認めるとき、又

は出席議員３人以上から要求があるときは、

記名又は無記名の投票で表決を採る。 

第７１条 議長が必要があると認めるとき、又

は出席議員３人以上から要求があるときは、

記名又は無記名の投票で表決をとる。 

２ （略） 

（選挙規定の準用） 

第７４条 記名投票又は無記名投票を行う場

合には、第２７条から第３０条まで、第３１

条第１項から第３項まで、第３２条第１項及

び第３３条の規定を準用する。 

２ （略） 

（選挙規定の準用） 

第７４条 記名投票又は無記名投票を行う場

合には、第２７条から第３１条まで、第３２

条第１項及び第３３条の規定を準用する。 

（簡易表決） （簡易表決） 

第７６条 議長は、問題について異議の有無を

会議に諮ることができる。異議がないと認め

るときは、議長は、可否の旨を宣告する。た

だし、議長の宣告に対して、出席議員３人以

上から異議があるときは、議長は、起立の方

法で表決を採らなければならない。 

第７６条 議長は、問題について異議の有無を

会議に諮ることができる。異議がないと認め

るときは、議長は、可否の旨を宣告する。た

だし、議長の宣告に対して、出席議員３人以

上から異議があるときは、議長は、起立の方

法で表決をとらなければならない。 

（表決の順序） （表決の順序） 

第７７条 議員の提出した修正案は、委員会の

修正案より先に表決を採らなければならな

い。 

第７７条 議員の提出した修正案は、委員会の

修正案より先に表決をとらなければならな

い。 

２ 同一の議題について、議員から数個の修正

案が提出されたときは、議長が表決の順序を

決める。その順序は、原案に最も遠いものか

ら先に表決を採る。ただし、表決の順序につ

いて出席議員３人以上から異議があるとき

は、議長は、討論を用いないで会議に諮って

決める。 

２ 同一の議題について、議員から数個の修正

案が提出されたときは、議長が表決の順序を

決める。その順序は、原案に最も遠いものか

ら先に表決をとる。ただし、表決の順序につ

いて出席議員３人以上から異議があるとき

は、議長は、討論を用いないで会議に諮って

決める。 

３ 修正案が全て否決されたときは、原案につ

いて表決を採る。 

３ 修正案が全て否決されたときは、原案につ

いて表決をとる。 

第９節 公聴会及び参考人 第９節 公聴会、参考人 

（公述人の決定） （公述人の決定） 

第８０条 公聴会において意見を聴こうとす 第８０条 公聴会において意見を聴こうとす
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る利害関係者及び学識経験者等（以下「公述

人」という。）は、前条の規定によりあらか

じめ申し出た者及びその他の者の中から、議

会において定め、議長から本人にその旨を通

知する。 

る利害関係者及び学識経験者等（以下「公述

人」という。）は、あらかじめ文書で申し出

た者及びその他の者の中から、議会において

定め、議長から本人にその旨を通知する。 

２ （略） ２ （略） 

（会議録の記載事項） （会議録の記載事項） 

第８５条 （略） 第８５条 （略） 

２ 議事は、速記法その他議長が適当と認める

方法によつて記録する。 

２ 議事は、速記法又はその他の方法によつて

記録する。 

（動議の撤回） （動議の撤回） 

第９８条 提出者が会議の議題となつた動議

を撤回しようとするときは、委員会の許可を

得なければならない。ただし、会議の議題と

なる前においては、委員長の許可を得なけれ

ばならない。 

第９８条 提出者が会議の議題となつた動議

を撤回しようとするときは、委員会の承認を

要する。 

（発言内容の制限） （発言内容の制限） 

第１１４条 発言は、全て簡明にするものと

し、議題外にわたり、又はその範囲を超えて

はならない。 

第１１４条 発言は、全て簡明にするものと

し、議題外にわたり、又はその範囲を越えて

はならない。 

２ （略） ２ （略） 

（委員外議員の発言） （委員外議員の発言） 

第１１５条 委員会は、審査又は調査中の事件

について、必要があると認めるときは、委員

でない議員（以下この条において「委員外議

員という」。）に対し、その出席を求めて説

明又は意見を聴くことができる。 

第１１５条 委員会は、審査又は調査中の事件

について、必要があると認めるときは、委員

でない議員に対し、その出席を求めて説明又

は意見を聴くことができる。 

２ 委員会は、委員外議員から発言の申出があ

つたときは、その許否を決める。 

２ 委員会は、委員でない議員から発言の申出

があつたときは、その許否を決める。 

（委員長の発言） （委員長の発言） 

第１１６条 委員長が、委員として発言しよう

とするときは、委員席に着き発言し、発言が

終わった後、委員長席に復さなければならな

第１１６条 委員長が、委員として発言しよう

とするときは、委員席に着き発言し、発言が

終わった後、委員長席に復さなければならな
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い。ただし、討論をしたときは、その議題の

表決が終わるまでは、委員長席に復すること

ができない。 

い。ただし、討論をしたときは、その議題の

表決が終るまでは、委員長席に復することが

できない。 

（発言の取消し又は訂正） （発言の取消し又は訂正） 

第１２２条 発言した委員は、委員会の許可を

得て発言の取消し、又は委員長の許可を得て

発言の訂正をすることができる。 

第１２２条 発言した委員は、委員会の許可を

得て発言の取消し又は委員長の許可を得て

発言の訂正をすることができる。 

（答弁書の配布） （答弁書の朗読） 

第１２３条 市長その他の関係機関が、質疑に

対し、直ちに答弁しがたい場合において答弁

書を提出したときは、委員長は、その写しを

委員に配布する。ただし、やむを得ないとき

は、朗読をもつて配布に代えることができ

る。 

第１２３条 市長その他の関係機関が、質疑に

対し、直ちに答弁しがたい場合において答弁

書を提出したときは、委員長は、職員をして

朗読させる。 

（表決問題の宣告） （表決問題の宣告） 

第１２６条 委員長は、表決を採ろうとすると

きは、表決に付する問題を宣告する。 

第１２６条 委員長は、表決をとろうとすると

きは、表決に付する問題を宣告する。 

（起立による表決） （起立による表決） 

第１２９条 委員長が表決を採ろうとすると

きは、問題を可とする者を起立させ、起立者

の多少を認定して可否の結果を宣告する。 

第１２９条 委員長が表決をとろうとすると

きは、問題を可とする者を起立させ、起立者

の多少を認定して可否の結果を宣告する。 

２ 委員長が起立者の多少を認定しがたいと

き、又は委員長の宣告に対して出席委員から

異議があるときは、委員長は、記名又は無記

名の投票で表決を採らなければならない。 

２ 委員長が起立者の多少を認定しがたいと

き、又は委員長の宣告に対して出席委員から

異議があるときは、委員長は、記名又は無記

名の投票で表決をとらなければならない。 

（投票による表決） （投票による表決） 

第１３０条 委員長が必要があると認めると

き、又は出席委員から要求があるときは、記

名又は無記名の投票で表決を採る。 

第１３０条 委員長が必要があると認めると

き、又は出席委員から要求があるときは、記

名又は無記名の投票で表決をとる。 

２ （略） 

（選挙規定の準用） 

第１３３条 記名投票又は無記名投票を行う

場合には、第２８条から第３０条まで、第３

１条第１項から第３項まで及び第３２条第

２ （略） 

（選挙規定の準用） 

第１３３条 記名投票又は無記名投票を行う

場合には、第２８条から第３１条まで及び第

３２条第１項の規定を準用する。 
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１項の規定を準用する。 

（簡易表決） （簡易表決） 

第１３５条 委員長は、問題について異議の有

無を会議に諮ることができる。異議がないと

認めるときは、委員長は、可決の旨を宣告す

る。ただし、委員長の宣告に対して、出席委

員から異議があるときは、委員長は、起立の

方法で表決を採らなければならない。 

第１３５条 委員長は、問題について異議の有

無を会議に諮ることができる。異議がないと

認めるときは、委員長は、可決の旨を宣告す

る。ただし、委員長の宣告に対して、出席委

員から異議があるときは、委員長は、起立の

方法で表決をとらなければならない。 

（表決の順序） （表決の順序） 

第１３６条 同一の議題について、委員から数

個の修正案が提出されたときは、委員長が表

決の順序を決める。その順序は、原案に最も

遠いものから先に表決を採る。ただし、表決

の順序について出席委員から異議があると

きは、委員長は、討論を用いないで会議に諮

って決める。 

第１３６条 同一の議題について、委員から数

個の修正案が提出されたときは、委員長が表

決の順序を決める。その順序は、原案に最も

遠いものから先に表決をとる。ただし、表決

の順序について出席委員から異議があると

きは、委員長は、討論を用いないで会議に諮

って決める。 

２ 修正案が全て否決されたときは、原案につ

いて表決を採る。 

２ 修正案が全て否決されたときは、原案につ

いて表決をとる。 

（請願書の記載事項等） （請願書の記載事項等） 

第１３７条 （略） 第１３７条 （略） 

２～４ （略） ２～４ （略） 

５ 請願者が請願書（会議の議題となつたもの

を除く。）を撤回しようとするときは、議長

の許可を得なければならない。 

５ 請願者が請願書（会議の議題となつたもの

を除く。）を撤回しようとするときは、議長

の承認を得なければならない。 

６ 議員が請願の紹介を取り消そうとすると

きは、会議の議題となつた後においては議会

の許可を得なければならない。ただし、会議

の議題となる前においては、議長の許可を得

なければならない。 

 

（請願の委員会付託） （請願の委員会付託） 

第１３９条 請願は、会議において紹介議員か

ら説明がある場合はこれを聞いた後、議長が

所管の常任委員会又は議会運営委員会に付

託する。ただし、常任委員会に係る請願は、

第１３９条 請願は、会議において紹介議員か

ら説明がある場合はこれを聞いた後、議長が

所管の常任委員会又は議会運営委員会に付

託する。ただし、議長において常任委員会又
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議会の議決で特別委員会に付託することが

できる。 

は議会運営委員会に付託する必要がないと

認めるときは、この限りでない。 

２ 委員会の付託は、議会の議決で省略するこ

とができる。 

２ 前項の規定にかかわらず、議長が特に必要

があると認めるときは、常任委員会に係る請

願は、議会の議決で、特別委員会に付託する

ことができる。 

３ 請願の内容が２以上の委員会の所管に属

する場合は、２以上の請願が提出されたもの

とみなし、それぞれの委員会に付託する。 

３ 請願の内容が２以上の委員会の所管に属

する場合は、２以上の請願が提出されたもの

とみなす。 

（請願の審査報告） （請願の審査報告） 

第１４１条 委員会は、請願について審査の結

果を次の区分により議長に報告しなければ

ならない。 

第１４１条 委員会は、請願について審査の結

果を次の区分により意見を付け、議長に報告

しなければならない。 

(1)・(2) （略） (1)・(2) （略） 

２ 委員会は、必要があると認めるときは、請

願の審査結果に意見を付けることができる。 

 

３ （略） ２ （略） 

（請願の送付並びに処理の経過及び結果報

告の請求） 

（請願の送付並びに処理の経過及び結果報

告の請求） 

第１４２条 議長は、議会の採択した請願で、

市長その他の関係機関に送付しなければな

らないものはこれを送付し、その処理の経過

及び結果の報告を請求することに決したも

のについては、これを請求しなければならな

い。 

第１４２条 議長は、議会の採択した請願で、

市長その他の関係機関に送付しなければな

らないものはこれを送付し、その処理の経過

及び結果の報告を請求することに決したも

のについてはこれを請求しなければならな

い。 

（陳情書の処理） （陳情書の処理） 

第１４３条 議長は、陳情書又はこれに類する

もので議長が必要があると認めるものは、請

願書の例により処理するものとする。 

第１４３条 議長は、陳情書又はこれに類する

もので、その内容が請願に適合するものは、

請願書の例により処理するものとする。 

（決定の通知） （決定書の交付） 

第１４８条 前条の規定による決定の本人へ

の通知に関し必要な事項は、議長が定める。 

第１４８条 議会が議員の被選挙権の有無又

は法第９２条の２の規定に該当するかどう

かについての法第１２７条第１項の規定に

よる決定をしたときは、議長は、その決定書
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を決定を求めた議員及び決定を求められた

議員に交付しなければならない。 

（携帯品） （携帯品） 

第１５０条 議場又は委員会の会議室に入る

者は、帽子、コート、マフラー、傘の類を着

用し、又は携帯してはならない。ただし、病

気その他の理由により会議への出席に必要

と認められる物であつて議長にあらかじめ

届け出たものについては、この限りでない。 

第１５０条 議場又は委員会の会議室に入る

者は、帽子、外とう、襟巻、つえ、かさの類

を着用し、又は携帯してはならない。ただし、

病気その他の理由により議長の許可を得た

ときは、この限りでない。 

（資料等の配布許可） （資料等印刷物の配布許可） 

第１５５条 議場又は委員会の会議室におい

て、資料等を配布するときは、議長又は委員

長の許可を得なければならない。 

第１５５条 議場又は委員会の会議室におい

て、資料、新聞紙、文書等の印刷物を配布す

るときは、議長又は委員長の許可を得なけれ

ばならない。 

（懲罰動議の審査） （懲罰動議の審査） 

第１５９条 懲罰については、議会は、第３７

条第３項の規定にかかわらず、委員会の付託

を省略して議決することができない。 

（代理弁明） 

第１５９条 懲罰については、議会は、第３７

条第３項の規定にかかわらず、委員会の付託

を省略して議決することはできない。 

第１５９条の２ 議員は、自己に関する懲罰動

議及び懲罰事犯の会議並びに委員会で一身

上の弁明をする場合において、議会又は委員

会の同意を得たときは、他の議員をして代わ

つて弁明させることができる。 

 

附 則 

この規則は、公布の日から施行する。 
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